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 Redescubrimiento y la nacionalización de la cultura musical local en la 
Argentina a principios del siglo XX (1906 ― 1921) 
 Taro NAGANO 
Abstract
 　 En este trabajo se aborda la producción cultural de Andrés Chazarreta (1876 ―
 1960), quien descubrió una rica fuente musical en peligro de desaparición en la zona 
rural de Santiago del Estero, y posteriormente dio comienzo a un proyecto cultural 
para revitalizar las danzas vernáculas encontradas allí.  A lo largo de casi 50 años de 
trayectoria, Chazarreta logró registrar las melodías y la coreografía de las danzas y 
canciones vernáculas, y a continuación publicar las partituras elaboradas por él 
mismo.  Como el paso siguiente, formó el Conjunto de Arte Nativo que integraba el 
canto, la música y el baile con sus respectivos ejecutantes.  Finalmente, la conquista 
de Buenos Aires se llevó a cabo el 18 de marzo de 1921 tras conseguir el apoyo 
incondicional de algunos intelectuales y de la prensa en general.  Cabe destacar varios 
factores que posibilitaron el éxito como la expectativa hacia una materia prima 
desconocida por parte del Nacionalismo Musical, el exotismo y la simpatía por la 
cultura provincial, el rechazo a las danzas desmoralizantes como el tango y las que 
llegaron de los Estados Unidos, así como la sorpresa y admiración por algunas danzas 
desconocidas hasta ese momento.  Por todo ello, surgió un campo de práctica de 
danzas folklóricas que se instaló entre los de otras danzas populares de la época.  Las 
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danzas revitalizadas por Chazarreta llegaron a ser nacionales dentro del contexto 











































 　それゆえ、チャサレータが果たした役割を「文化的媒介者  3 」と呼ぶことにしたい。ロー
カルな次元において、彼は国民的、あるいは国際的な知の伝達者であった。20歳から59
歳まで教師を職業とした彼は、子どもや若者を市民として教育する仕事に従事した。また














げられてきた。伝記については、4つのすぐれた著作  5 が存在する。しかし、この主題に
関する最初の出版物は、チャサレータ自身が新聞記事の切り抜きをまとめて本にした、
 Juicios acerca de la obra folklórica de Andrés Chazarreta （『アンドレス・チャサレータの民
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俗学的業績に対する評価』。以下『評価』と略す）である。二つの異なる版が存在し（Imp. 



























それらを再活性化させる活動に従事する  7 」。ベガの想定する伝統主義者とは、芸術分野や












































なわなかったと指摘する  16 。 
 　しかし、彼の目的は学術研究でもなければ、厳密な記録でもなかった。むしろその目標
は、劇場公演を視野に収めた地方的音楽文化の集積であり、そのために、隣人、友人、音




























劇場で公演することを目指した  22 。サンティアゴにおける公演の一ヶ月前、地元紙はのち
にブエノスアイレス公演に向けて修正や補充が加えられる以前の、初期の歌舞団の様子を
伝えた  23 。 
 　地元紙は公演が「画期的」なものになるだろう、と記した。なぜなら、出演者はみな地
元の人々であり、楽団は特徴的な楽器を備え  24 、衣装は昔風で、レパートリーもヴァラエ









味深いものとなるのだ  27 。 
 チャサレータにとって、よい教訓となったに違いない。その後、彼は出し物に「若さ、み














の舞台にのぼるべきではない  30 。 















































品が聴衆に過小評価されている現状を嘆き、読者の注意をうながした  41 。彼によれば、作
曲家の生活する社会・地理的状況と調和する特性が作品に見られないことが問題であっ














た  45 。結果は、過半数の28人中19人が可能であるとし、やはり過半数の28人中17人が、
作曲家はそれぞれの表現力に応じた方向性をとるべきである、と回答した  46 。タラモンは
この結果に満足を表明し、他のアメリカ諸国においても同様の傾向が優勢であると付け加








と述べている  48 。アンケートの回答の中で、多くの回答者がこの視点を共有し、「開発す
る（explotar）」であるとか、「増大させる（acrecentar）」といったような経済を連想させ




いる  50 。また、別の作曲家は、「そうした感情を同化し、解釈する」だけでなく、「自らの





る  52 」ことが肝要であった。しかし、「近代的テクニックの洗練を経ることなしに」国民
音楽を創出することの困難を指摘する声もあがっていた  53 。 
 　明らかなように、フォークロアを模倣することが問題ではなかった。それを変形するた
めには、創造性とテクニックに訴えることが必要であった  54 。創造性とテクニックがあれ
ばこそ、芸術はその他の活動と区別される。したがって、フォークロアの重要性を述べる
ことは、作曲家の積極的関与を強調することでもあった。聴衆の立場から言えば、「天才」
がやって来て、原材料を加工する必要があった  55 。しかし、そのことは同時に、フォーク
ロアの過小評価にもつながり、フォークロアは「物珍しいだけのものに過ぎない  56 」とか、
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的収集の必要を訴えた  58 。それを受けて同様の意見と、それに加えて、忠実な収集という
点が強調された。 
 民衆の懐のうちに入り込み、可能な限り多くの記譜をおこない、そこに共通する特





出版は点数も少なく、しかも種類が限られていた  60 。したがって、次の引用に見られると
おり、限定的知識に基づいた価値判断を下す例が多かった。 
 いわゆるクリオージョ的旋律は例外なくもの悲しく、それが、私の見るところ、わ














現在発展途上にあるとした  65 。また、もうひとりの人類学者は、いまだブエノスアイレス
で知られることのない山岳部のフォークロアは大きな価値を持ちうるが、平原部の音楽は

















ナシオン』紙に、長大な文章を寄稿した  68 。舞台美術に触れたローハスは、風俗画家のグティ
エレス＝グラマホの作品のようだと述べ、また、サンティアゴ・デル・エステーロ州の風

























lore）」などと記したのはそのよい例と言えるだろう  70 。苦肉の策として、記者たちは引用
符、イタリック体、挿入句、言い換えなどを多用した。そうした手段も及ばないときには、
「エキゾチックな」「珍しい」「奇妙な」といったように、遠ざけるような言い方をする以
外に他はなかった  71 。次の引用に見られるような物言いもあった。 
 土着の人々からなる一座の公演を観るなどということは、ブエノスアイレスにとっ

























せる価値がある  74 」と記した。 
 　言うまでもなく、音楽的ナショナリズムはチャサレータの舞台を歓迎した。アルゼンチ







に新しい発想の源泉となる音色をふんだんに与えてくれるだろう  76 。 
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公演では、いくつかの演目にアンコールの声があがり、公演は何度も中断された  80 。また、
舞台にのぼってダンスに加わった人々もいた  81 。観客の多くは舞台の物珍しさに引きつけ











































ている  85 」と記した。また『ラ・ナシオン』紙は、彼女には「舞台歌手的な身振りや媚び






しさを呼び起こした  87 。ダンスについてもっとも多くの言葉が費やされた  88 。観客はダン
スの演目の新奇さと多様性に目を見はった。しかし、実際のところ、新奇で多様と見えた
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